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第14回 新潟医療福祉学会学術集会

医学教育用ヒト耳小骨実寸大模型の作成と活用

新潟医療福祉大学理学療法学科 ・鈴木 了

【背景】

現在,医 療系大学において人体解剖,実 物の人体骨格を使

用することが困難であり,主 に教育用の模型が使用される.
一般的な骨格模型は実寸大での複製が比較的容易であり,ま

た安価である為大量に使用される.し かし耳小骨等は拡大模

型である場合が多い.ま た実寸大模型も存在するが非常に高

価であり,ま た透明樹脂包埋の状態で実際に手に取れない場

合も多い.そ の結果,学 生は実物のイメージを獲得し難い状

況にある.そこで今回①実寸大であり ②同一遺体且つ同側か

ら型取 りした ③手に取った観察に耐えうる十分な強度があ

り ④安価且つ容易に複製が可能であることを目的として耳

小骨の模型を試作した.

【方法】

材料として粉末アクリル樹脂を使用 した.こ れは同様の物

が歯科用レジンとして用いられている.ま たアクリル樹脂は

硬度,耐 候性,耐 熱性に優れる1-5).また粉末充填後に溶解さ

せる為,気 泡発生が無い等様々な長所がある.試 作品は武藤

商事社製 「プラリペア」を使用し,気 泡,強 度等を検証する

為,色 は 「クリア」及び 「黒」とした.ま た実用品ではGC

製歯科用常温硬化 レジン 「ユニファス ト トラッド(アイボリ
ー)」を使用した.原 型は新潟大学医学部 解剖学第一講座所

蔵のヒト耳小骨(右 側)を 使用した.シ リコーンで上下二分

割式の型を作成し,そ の際に剛性及び耐久性向上の為,ナ イ

ロン及びポリウレタン線維を補強材 として包埋した.

【結果】

試作品を4年 間使用し,ア ンケー トによる評価(5段 階)

及び感想を記録した.特 に大きさに関する感想が多数あり,

「この大きさで機能すること」に対する感想が比較的多数寄

せられた.更にイラス ト以上の理解に繋がったと好評を得た.

【考察】

試作品の作成,使 用に際し課題が生じた.な おその多くは

「アブミ骨」に関するものであった.

1.模 型作成上の問題

アブミ骨の寸法は3㎜ 程度である.頭,脚,底 がループ状

に連結した構造で更に脚及び底は薄弱であり,そ の連結部も

微細である6)7).そ の為 「樹脂材が脚,底 に行き渡 らず孔,

欠けを生 じる」「仕上げ処理時に脚,底 が破損」等が生 じた.

2.模 型の強度,取 り扱い

上記の理由から,ア ブミ骨の取 り扱い時は注意を要する.

特に 「取 り上げる」際に応力的に貧弱な前後の脚と底部が粉

砕する事例が生じた.

3.模 型の経年変化

アクリル樹脂は耐候性に優れ,紫 外線等により色が変化す

る 「黄変」も少ないとされるが,作 成後4年 経過 した物では

相応の黄変が観察された.

4.生 産性,コ スト

上記の通 り 「アブミ骨」の生産性は非常に悪い.ま た粉末

アクリル1g当 たりの単価は83円 程であり,こ れは模型用ウ

レタン(1g当 たり1.75円 程度)の47.6倍 に相当する.

5.型 の耐久性

硬化 した 「アブミ骨」を型から取り外す際,前 後の脚が内

側の窪んだ三日月状である事,取 り外し時に陰圧 となる等に

より閉鎖孔部分の突起が上方に牽引される状態となる.こ れ

を繰り返すことで型が疲労し,突 起部分が断裂した.

6.実 習等の使用方法

本模型は非常に微細な構造 まで再現されているが,同 時に

非常に小さい為,肉 眼のみで細部までの観察は困難である.

これらの問題に対し以下の改良及び実用品の作成を行った.

・型の一部を修正し,ア ブミ骨脚及び底部の厚みを向上

・型の合わせ位置の変更及び取 り外し方法の変更

・乾式離型剤の使用

黄変に関してはアイボリーで作成するため影響は少ないと

予想され,ま た費用に関しては 「学内教育用」少量生産の為,

費用負担は問題 とならないと考える.な お 「大きさ」に関し

ては,こ の模型の作製目的が及び意義が学生に実物をイメー

ジさせることである為,現 状を維持するものとし,使用時に

は拡大鏡及び拡大模型を併用も視野に検討することとした.

【結論】

この模型は医療系学科に止まらず,医 歯学部における教育

にも有用であると考える.ま たこの作成法は耳小骨以外にも

微細な骨標本に対して活用が可能である.
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